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▽�

頭
山
翁
は
じ
め
玄
洋
社
先
覚
を
慰
霊
＝

２
面

▽�

節
信
院
で
司
書
公
ら
を
追
悼
＝
２
面

▽�

連
載
「
西
郷
隆
盛
は
征
韓
論
者
に
あ
ら

ず
」
＝
４
面

▽�

賛
助
会
員
芳
名
録
＝
５
面

▽�

初
詣
客
待
つ「
令
和
の
里
」＝
５
面

　

戦
争
を
膨
張
さ
せ
る
総
理

大
臣
、
東
條
英
機
と
対
峙
し

た
福
岡
生
ま
れ
の
反
骨
の
政

治
家
、
中
野
正
剛
先
生
の
顕

彰
祭
（
中
野
正
剛
先
生
顕
彰

会
主
催
）
が
、
昨
年
十
月
二

十
六
日
、
福
岡
市
中
央
区
地

行
二
丁
目
、
鳥
飼
八
幡
宮
の

中
野
先
生
の
銅
像
前
で
斎
行

さ
れ
た
。

　

同
顕
彰
会
会
員
や
福
岡
市

議
会
の
玄
洋
社
に
政
治
を
学

ぶ
議
員
の
会
会
員
、
中
野
先

生
の
崇
敬
者
ら
約
五
十
人
が

参
列
。
山
内
圭
司
宮
司
を
祭

主
に
祝
詞
奏
上
、
玉
串
奉
奠

な
ど
の
神
事
で
中
野
先
生
の

ご
遺
徳
を
顕
彰
し
、
没
後
七

十
六
年
の
慰
霊
を
し
た
。

　

同
顕
彰
会
の
吉
村
剛
太
郎

理
事
長
は
「
中
野
先
生
は
東

條
首
相
に
対
し
意
見
を
述
べ

て
弾
圧
を
受
け
た
反
骨
の
士

で
あ
る
。
今
日
の
政
治
を
考

え
な
が
ら
ご
遺
徳
を
し
の
び

た
い
」
と
挨
拶
で
述
べ
た
。

　

顕
彰
神
事
の
後
、
同
八
幡

宮
の
参
集
殿
に
場
所
を
移

し
、
直
会
（
な
お
ら
い
）
が

催
さ
れ
た
。
初
の
参
加
者
も

交
え
、
食
事
を
し
な
が
ら
中

野
先
生
の
偉
業
な
ど
を
語
り

合
っ
た
。

　

中
野
先
生
の
銅
像
は
、
崇

敬
者
ら
か
ら
の
要
望
を
受
け

て
、
中
野
先
生
の
秘
書
を
務

め
た
玄
洋
社
記
念
館
の
創
設

者
、
故
、
進
藤
一
馬
先
生
ら

を
中
心
に
建
立
さ
れ
た
。

　

中
野
先
生
没
後
四
十
年
の

昭
和
五
十
八
年
に
建
設
期
成

会
が
発
足
し
、
翌
年
の
中
野

先
生
の
祥
月
命
日
、
十
月
二

十
七
日
に
除
幕
し
た
。
進
藤

先
生
は
生
前
「
私
は
、
命
を

か
け
て
こ
の
日
本
を
守
っ
た

偉
人
・
中
野
正
剛
先
生
の
魂

を
、
わ
れ
わ
れ
の
守
り
と
し

て
大
い
に
伝
え
て
い
き
た
い

し
、
み
な
さ
ん
も
伝
え
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
語
っ
て
お

ら
れ
た
。
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中野先生顕彰祭を斎行

令和の御代も畏敬の念は変わらず

反
骨
の
政
治
家
、
中
野
正
剛
先
生
を
し
の
ん
で
斎
行
さ
れ
た
顕
彰
祭
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一
方
、
京
都
で
は
長
州
藩
に
よ
る
国
事
周
旋
が
華
々
し

く
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
藩
内
尊
攘
派
や
浪
士
た
ち
の

力
を
背
景
に
展
開
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
幕
府
は
長
州
と

〝
浮
浪
の
徒
〟
が
朝
廷
を
動
か
し
て
危
機
を
つ
く
り
あ
げ

て
い
る
の
だ
と
判
断
し
て
い
た
。

　
長
州
藩
に
は
関
ヶ
原
以
来
、
徳
川
家
に
対
す
る
怨
念
が

あ
っ
た
。
こ
の
機
会
に
そ
れ
が
燃
え
上
が
っ
た
形
で
あ
っ

た
。

　
こ
の
こ
ろ
朝
廷
か
ら
雄
藩
に
対
し
て
国
事
周
旋
の
要
請

が
行
わ
れ
て
い
る
。
西
国
で
は
肥
後
（
細
川
）
肥
前
（
鍋

島
）
筑
前
（
黒
田
）
等
が
受
け
て
い
た
の
だ
が
、
こ
れ
は

ど
う
も
薩
長
だ
け
に
任
せ
て
お
い
て
は
、
や
り
過
ぎ
る
と

い
う
の
で
均
衡
を
と
る
た
め
の
対
応
策
で
あ
っ
た
よ
う

だ
。

　
黒
田
長
溥
は
、
こ
の
春
の
大
蔵
谷
回
駕
と
い
う
事
件
で

幕
府
か
ら
疑
惑
の
眼
で
見
ら
れ
て
い
る
時
で
あ
り
江
戸
と

京
都
の
間
に
立
っ
て
苦
慮
す
る
。

　
黒
田
長
溥
は
文
久
二
年
十
月
十
八
日
、
京
都
着
。
朝
廷

の
意
向
を
伺
っ
た
上
、
十
一
月
九
日
に
は
江
戸
に
着
い
て

い
る
。

　
京
都
は
尊
攘
の
熱
気
が
み
な
ぎ
っ
て
い
て
テ
ロ
も
頻
発

し
て
い
た
。
特
に
安
政
大
獄
の
報
復
と
和
宮
降
嫁
に
関
与

し
た
人
た
ち
が
ね
ら
わ
れ
た
。

　
文
久
二
年
七
月
、
九
条
関
白
の
家
士
で
あ
っ
た
島
田
左

　
頭
山
満
翁
は
じ
め
玄
洋
社

諸
先
覚
の
慰
霊
祭
が
昨
年
十

月
六
日
、
玄
洋
社
の
墓
地
が

あ
る
福
岡
市
博
多
区
千
代
四

丁
目
の
「
崇
福
寺
」
本
堂
で

厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
た
。

　
一
般
財
団
法
人「
明
道
会
」

の
主
催
。
玄
洋
社
員
遺
族
は

じ
め
明
道
会
関
係
者
ら
お
よ

そ
二
十
人
が
参
列
し
た
。

　
同
寺
の
岩
月
海
洞
住
職
を

導
師
に
、
読
経
と
参
列
者
の

焼
香
で
供
養
し
た
。

　「
明
道
会
」
の
山
崎
拓
理

事
長
は
「
今
年
も
恒
例
の
慰

霊
祭
を
無
事
終
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
明
治
、
大
正
、
昭

和
、
平
成
、
令
和
と
続
い
て

き
た
慰
霊
祭
だ
が
、
私
た
ち

は
、
今
後
も
頭
山
先
生
は
じ

め
諸
先
覚
が
築
い
た
玄
洋
社

の
伝
統
を
受
け
継
い
で
ま
い

り
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
黒
田
藩
の
勤
皇
派
弾
圧
事

件
、
乙
丑
の
獄
で
無
念
の
最

期
を
遂
げ
た
勤
皇
派
家
老
、

加
藤
司
書
公
と
勤
皇
党
諸
烈

士
の
追
悼
会
が
、
昨
年
十
月

二
十
五
日
、
司
書
公
の
菩
提

寺
の
「
節
信
院
」（
福
岡
市

博
多
区
御
供
所
町
）
で
行
わ

れ
た
。

　「
加
藤
司
書
会
」の
主
催

で
、約
八
十
人
が
参
列
し
た
。

　
喜
納
浩
一
住
職
を
導
師
に

読
経
、
祭
文
奉
読
が
あ
り
、

参
列
者
が
焼
香
し
て
慰
霊
し

た
。

　
清
興
で
は
筑
前
琵
琶
旭
会

総
師
範
、
米
村
旭
翔
さ
ん
が

「
加
藤
司
書
」
を
献
奏
。
司

書
公
切
腹
の
場
に
、
文
久
三

年
「
八
月
十
八
日
の
政
変
」

で
京
を
追
わ
れ
大
宰
府
に
滞

在
し
て
い
た
三
条
実
美
ら
五

卿
が
、
切
腹
差
し
止
め
の
早

馬
を
送
る
場
面
な
ど
を
語
っ

た
。

　
ま
た
、
尺
八
琴
古
流
明
暗

流
会
員
が
献
笛
、
吟
道
宰
都

館
の
会
員
に
よ
る
献
吟
も
あ

っ
た
。

　
追
悼
会
で
、
毎
回
、
興
味

深
い
講
話
を
聞
か
せ
る
明
治

維
新
史
学
会
会
員
、
力
武
豊

隆
さ
ん
は
「
志
士
た
ち
の
こ

ぼ
れ
話
」
の
題
で
志
士
た
ち

に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

聞
か
せ
た
。

　
そ
の
な
か
で
、
十
七
歳
ま

で
加
藤
家
に
使
え
た
女
性
の

聞
き
書
き
（
昭
和
九
年
訂
正

増
補
「
加
藤
司
書
伝
」）
か

ら
は
「（
司
書
公
は
）
剣
道

に
お
い
て
も
藩
中
こ
れ
に
敵

し
得
る
者
な
く
、
藩
の
剣
道

指
南
番
と
い
へ
ど
も
、
三
本

に
一
本
は
必
ず
司
書
に
打
ち

込
ま
れ
て
ゐ
（
い
）
た
」
な

ど
の
く
だ
り
が
、
紹
介
さ
れ

た
。

〈19〉

試
練
の
時
代

柳
　
猛
直

頭
山
満
と
玄
洋
社

題字は進藤一馬福岡市長

司
書
公
を
追
悼

頭山　満翁

筑前琵琶の献奏を聴く参列者

厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
た
玄
洋
社
先
覚
の
慰
霊
祭

玄洋社先覚を慰霊
菩提寺・崇福寺

節信院
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近
が
暗
殺
さ
れ
首
は
四
条
河
原
に
さ
ら
さ
れ
た
。
八
月
に

は
目
明
し
の
文
吉
、
九
月
に
入
っ
て
京
都
町
奉
行
所
の
与

力
四
人
が
斬
殺
さ
れ
た
。

　

い
ず
れ
も
安
政
の
大
獄
で
尊
攘
志
士
の
逮
捕
に
働
い
た

者
た
ち
で
あ
っ
た
。
四
人
の
与
力
は
京
都
に
置
い
て
は
危

な
い
と
い
う
の
で
江
戸
に
呼
び
返
す
途
中
、
石
部
の
宿
で

刺
客
に
襲
わ
れ
た
も
の
で
首
は
京
都
の
町
中
に
さ
ら
さ
れ

た
。
十
二
月
に
は
国
学
者
の
塙
次
郎（
は
な
わ
・
じ
ろ
う
）

が
江
戸
で
暗
殺
さ
れ
て
い
る
。
塙
は
盲
目
の
大
学
者
・
塙

保
己
一
（
ほ
き
い
ち
）
の
息
子
で
、
暗
殺
の
理
由
は
幕
府

の
命
に
よ
っ
て
廃
帝
の
事
蹟
を
調
べ
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
テ
ロ
の
下
手
人
と
し
て
土
佐
の
岡
田
以
蔵
、

薩
摩
の
田
中
新
兵
衛
な
ど
、
人
斬
り
と
い
わ
れ
た
殺
人
専

門
の
連
中
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
背
後
で
彼
ら
を
使
嗾

（
し
そ
う
）
し
た
者
が
い
た
こ
と
は
確
か
だ
。

　

塙
次
郎
の
暗
殺
に
は
伊
藤
俊
輔
（
の
ち
の
博
文
）
も
関

与
し
て
い
た
と
い
う
説
が
あ
る
。
と
に
か
く
無
政
府
と
い

っ
て
い
い
状
態
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
で
黒
田
長
溥
も
動
き

が
と
れ
な
い
。

　

当
時
、〝
尊
王
〟
と
〝
佐
幕
〟
は
必
ず
し
も
対
立
す
る

思
想
で
は
な
か
っ
た
。
公
武
合
体
と
い
う
の
は
尊
王
で
あ

り
佐
幕
で
あ
っ
た
。
長
溥
の
場
合
も
〝
尊
王
佐
幕
〟
で
あ

っ
た
か
ら
京
都
と
江
戸
の
間
で
方
途
に
迷
っ
た
。
従
っ
て

国
事
周
旋
と
い
っ
て
も
、何
も
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
引
き
か
え
薩
摩
や
長
州
の
動
き
は
華
々
し
か
っ

た
。
長
州
は
下
関
を
通
航
す
る
外
国
船
を
砲
撃
し
て
い
た

し
薩
摩
は
生
麦
事
件
の
報
復
で
鹿
児
島
を
襲
っ
た
イ
ギ
リ

ス
艦
隊
と
砲
撃
戦
を
や
っ
て
い
る
。（
薩
英
戦
争
）

　

こ
う
し
た
攘
夷
の
実
績
を
背
景
に
薩
長
両
藩
は
京
都
で

の
発
言
権
を
増
し
て
き
た
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
藩
主
の

意
思
と
い
う
よ
り
家
臣
団
そ
れ
も
下
級
武
士
に
よ
っ
て
作

り
あ
げ
ら
れ
た
情
勢
に
藩
の
首
脳
が
乗
っ
て
い
る
と
い
う

状
態
で
あ
っ
た
。�

（
こ
の
項
続
く
）

　

毎
年
五
月
の
「
廣
田
弘
毅

先
生
顕
彰
祭
」（
玄
洋
社
記

念
館
主
催
）
で
筑
前
琵
琶
を

献
奏
し
て
い
た
だ
く
青
山
旭

子
さ
ん
が
会
主
の
「
筑
前
琵

琶
保
存
会
」
の
第
五
十
五
回

演
奏
会
が
、昨
年
十
月
五
日
、

福
岡
市
中
央
区
大
濠
公
園
の

「
大
濠
公
園
能
楽
堂
」
で
開

催
さ
れ
た
。

　

令
和
元
年
度
福
岡
市
民
芸

の
斬
新
な
企
画
、
構
成
に
よ

る
こ
の
演
奏
会
は
前
評
判
が

高
く
、
会
場
は
全
国
か
ら
の

約
五
百
人
の
来
場
者
で
埋
ま

っ
た
。

　
「
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
、

諸
行
無
常
の
響
き
あ
り
」
…

平
家
物
語
の
お
な
じ
み
の
フ

レ
ー
ズ
で
幕
を
開
け
た
演
奏

会
は
、
前
半
、
後
半
の
二
部

構
成
で
、
女
性
二
人
の
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
の
分
か
り
や
す
い

解
説
で
進
行
し
た
。

　

第
一
部
の
し
ん
が
り
に
登

場
し
た
同
会
師
範
の
寺
田
蝶

美
（
ち
ょ
う
び
）
さ
ん
は
、

「
倶
利
伽
羅
峠
（
く
り
か
ら

と
う
げ
）」
を
演
奏
。
力
強

く
、
ま
た
華
麗
な
琵
琶
の
音

色
と
歌
声
に
、
会
場
か
ら
大

き
な
拍
手
が
湧
い
た
。

　

寺
田
さ
ん
は
、
元
、
福
岡

市
長
で
玄
洋
社
記
念
館
創
設

者
の
故
、進
藤
一
馬
先
生
が
、

福
岡
市
・
桧
原
で
伐
採
寸
前

だ
っ
た
桜
並
木
を
救
っ
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
題
材
に
し
て
琵

琶
曲
「
桧
原
桜
」
を
作
詞
、

作
曲
し
て
五
十
三
回
定
期
演

奏
会
で
披
露
し
て
い
る
。

　

演
奏
会
は
筑
前
琵
琶
保
存

会
教
司
の
尾
方
蝶
嘉
さ
ん

と
、
薩
摩
琵
琶
の
川
嶋
信
子

さ
ん
の
二
人
の
筑
前
琵
琶
、

薩
摩
琵
琶
二
面
共
演
に
よ
る

「
知
盛
と
義
経
」、「
壇
ノ

浦
の
合
戦
」
で
締
め
く
く
っ

た
。

　

筑
前
琵
琶
と
薩
摩
琵
琶
の

共
演
は
珍
し
く
、
息
の
合
っ

た
二
人
の
掛
け
合
い
は
、
来

場
者
を
魅
了
し
た
。

　

薩
摩
琵
琶
の
川
嶋
さ
ん

は
、
東
京
を
本
拠
に
、
異
種

の
芸
能
と
共
演
す
る
な
ど
幅

広
い
活
動
を
す
る
世
界
的
に

知
ら
れ
た
演
奏
家
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
邦
楽
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
の

場
で
、
同
じ
受
験
者
の
尾
方

さ
ん
と
出
会
い
、
お
互
い
が

力
を
認
め
合
っ
て
、
各
所
で

二
面
共
演
を
披
露
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
　
　
　

◇

　

筑
前
琵
琶
保
存
会
の
青
山

旭
子
会
主
は
、
昨
年
十
一
月

十
八
日
、
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
六
十
九
歳
で
し
た
。

　

同
月
二
十
五
日
、
福
岡
市

博
多
区
の
葬
祭
場
で
葬
儀
が

行
わ
れ
、
お
弟
子
さ
ん
方
が

琵
琶
の
演
奏
で
送
ら
れ
ま
し

た
。

　

青
山
会
主
は
、
玄
洋
社
記

念
館
主
催
の
「
廣
田
弘
毅
先

生
顕
彰
祭
」
で
、
長
年
に
わ

た
り
筑
前
琵
琶
を
献
奏
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

術
祭
参
加
事
業
で
も
あ
り
、

演
奏
会
の
タ
イ
ト
ル
は
「
紅

白
源
平
琵
琶
合
戦
」。
平
家

一
門
の
興
亡
を
描
い
た
軍
記

物
語
「
平
家
物
語
」
を
題
材

に
、
平
家
方
、
源
氏
方
が
織

り
な
す
名
場
面
か
ら
十
四
話

を
、
男
女
十
四
人
の
演
奏
者

が
歌
い
、
語
り
、
弾
じ
た
。

　

筑
前
琵
琶
と
薩
摩
琵
琶
の

二
面
共
演
な
ど
、
青
山
さ
ん

来
場
者
が
聞
き
入
っ
た
尾
方
蝶
嘉
さ

ん
㊧
と
川
嶋
信
子
さ
ん
の
演
奏

筑前、薩摩の二面共演も
聞かせた「源平琵琶合戦」

筑前琵琶保存会第55回演奏会
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玄　　　　　　　　　洋令和２年１月１日 第 135号　　　（4）
　
　
（
前
号
か
ら
）

　

大
久
保
利
通
は
、
岩
倉
、

木
戸
な
ど
と
同
行
し
て
、
明

治
四
年
十
一
月
に
、
欧
米
外

交
の
た
め
に
日
本
を
発
っ

て
、
米
国
経
由
で
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
を
訪
問
し
て
、
明
治

六
年
五
月
に
岩
倉
よ
り
も
早

く
帰
朝
し
た
。
か
れ
は
、
欧

米
を
視
察
し
て
近
代
国
家
の

建
設
に
つ
い
て
大
い
に
学
び

思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ

の
私
信
等
に
よ
れ
ば
、
と
く

に
当
時
、
勢
威
隆
々
と
し
て

発
展
し
つ
ゝ
あ
る
ド
イ
ツ
、

プ
ロ
シ
ャ
の
宰
相
ビ
ス
マ
ル

ク
に
深
い
感
銘
を
受
け
た
。

そ
の
近
代
列
強
の
間
に
處
し

て
「
国
家
利
益
伸
張
」
の
た

め
に
、
時
を
見
る
に
正
確
で

敏
活
、
勇
気
を
も
っ
て
「
国

家
権
力
」
を
行
使
す
る
ビ
ス

は
参
議
で
は
な
く
、
公
的
に

も
私
的
に
も
対
韓
問
題
に
つ

い
て
は
討
議
し
た
風
が
な

い
。
大
久
保
が
欧
米
の
政
情

な
ど
に
つ
い
て
の
新
し
い
考

え
を
話
し
か
け
て
も
、
西
郷

が
ほ
と
ん
ど
興
味
を
示
さ
な

か
っ
た
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は

あ
る
が
確
証
は
な
い
。
と
も

か
く
岩
倉
帰
朝
ま
で
二
人
の

間
で
は
対
決
も
討
論
も
な

い
。
明
治
六
年
夏
の
情
況
で

は
、
大
久
保
は
岩
倉
の
帰
国

を
待
っ
て
自
ら
の
政
治
思
想

を
大
綱
領
と
し
て
、
留
守
政

府
の
政
治
路
線
を
根
本
的
に

改
革
す
る
か
、
そ
れ
が
聞
か

れ
ね
ば
、
し
ば
ら
く
自
ら
引

退
す
る
と
の
考
え
だ
っ
た
ら

し
く
見
え
る
。
西
郷
の
方
は

渡
韓
特
使
を
熱
望
し
て
積
極

的
に
動
い
て
い
た
。

　

そ
こ
に
九
月
に
岩
倉
が
帰

朝
し
て
、
西
郷
特
使
の
件
に

つ
い
て
は
、「
こ
れ
を
認
め

る
と
、
初
め
は
礼
節
仁
義
外

交
の
形
を
と
っ
て
も
、
結
局

は
流
説
の
よ
う
に
征
韓
論
へ

と
発
展
必
至
」
か
と
見
て
、

断
然
反
対
を
決
心
し
た
。
し

か
し
西
郷
の
熱
望
に
反
対
し

て
、
前
の
決
議
を
逆
転
さ
せ

得
る
実
力
者
は
、
大
久
保
の

ほ
か
に
な
い
と
見
て
、
強
引

マ
ル
ク
を
見
て
、
近
代
国
家

建
設
の
路
線
は
、
近
代
西
欧

列
強
の
国
家
主
義
、
特
に
ビ

ス
マ
ル
ク
流
を
日
本
も
学
ぶ

べ
き
だ
と
思
っ
た
ら
し
い
。

　

帰
朝
す
る
と
大
久
保
は
、

不
在
中
の
政
府
で
、
自
分
が

予
想
し
た
政
策
と
相
反
す
る

こ
と
が
次
々
に
進
行
し
て
い

る
の
を
見
た
。
と
く
に
大
隈

の
行
政
に
著
し
く
不
満
だ
っ

た
ら
し
い
。し
か
し
黙
っ
て
、

岩
倉
大
使
の
帰
朝
を
待
っ
て

進
退
を
決
す
る
つ
も
り
だ
っ

た
。

　

当
時
西
郷
は
、
韓
国
特
使

に
な
る
こ
と
を
熱
望
し
て
、

副
島
・
板
垣
等
を
同
意
さ
せ

る
説
得
に
全
力
投
球
し
て
い

た
。
勿
論
、
大
久
保
は
西
郷

と
は
幾
度
か
会
っ
て
い
る

が
、
そ
の
時
点
で
の
大
久
保

に
大
久
保
の
協
力
を
も
と
め

た
。初
め
大
久
保
は
躊
躇（
ち

ゅ
う
ち
ょ
）
し
て
、
回
避
し

た
ら
し
い
が
、
岩
倉
の
切
望

と
約
束
の
強
さ
を
見
て
、
こ

こ
で
は
断
然
立
っ
て
、
自
ら

の
信
ず
る
政
治
原
則
を
帝
国

政
府
の
基
本
と
し
て
確
立
す

る
た
め
に
戦
闘
す
る
と
決
心

し
た
。

　

大
久
保
の
征
韓
論
反
対
の

意
見
書
は
、
た
ゞ
韓
国
政
策

是
非
と
の
一
時
的
政
策
論
な

の
で
は
な
く
し
て
、
そ
の
根

底
に
お
い
て
「
日
本
帝
国
の

国
政
の
進
路
は
、
い
か
に
あ

る
べ
き
か
」
と
の
政
治
哲
学

を
明
示
し
て
い
る
。

　

大
久
保
の
有
名
な
征
韓
反

対
意
見
書
は
、
七
ケ
条
か
ら

な
る
が
そ
の
要
旨
を
下
記
す

る
。（
大
久
保
の
意
見
書
に

つ
い
て
は
、
徳
富
蘇
峰
著

「
大
久
保
甲
東
先
生
」
の
書

を
見
ら
れ
た
い
）

　

大
久
保
の
新
政
治
哲
学

　

大
久
保
は
、
初
め
か
ら
征

韓
反
対
を
論
ず
る
。

　

一
、
ご
親
政
、
日
未
だ
久

し
か
ら
ず
、
政
府
の
基
礎
未

だ
確
立
せ
ず
―
則
ち
一
昨
年

よ
り
今
歳
に
至
る
ま
で
、
邊

隅
の
頑
民
―
騒
擾
（
そ
う
じ

ょ
う
）
を
起
す
に
よ
り
止
む

を
得
ず
し
て
、
鮮
血
を
地
上

に
注
げ
る
幾
回
ぞ
や
。
未
だ

俄
に
朝
鮮
の
役
を
起
す
べ
か

ら
ざ
る
の
一
な
り
。

　

二
、
且
現
今
、
我
国
の
外

償
五
百
万
有
余
に
し
て
、
其

の
償
却
の
方
法
に
至
っ
て
未

だ
確
然
た
る
定
算
な
く
―
最

大
に
憂
う
べ
き
所
の
者
に
し

て
、
未
だ
俄
に
朝
鮮
の
役
を

起
す
べ
か
ら
ざ
る
の
上
な

り
。

　

三
、
昨
今
の
政
府
の
諸
業

を
起
し
、富
強
の
道
を
計
る
、

多
く
は
数
年
の
後
を
待
ち
、

成
功
を
期
し
た
る
者
に
し
て

―
此
の
一
年
に
依
っ
て
、
ほ

と
ん
ど
水
泡
に
ぞ
く
し
―
後

日
に
至
り
、
お
そ
ら
く
は
―

悔
あ
ら
む
。

　

四
、
我
国
の
輸
出
入
―
輸

出
の
高
、
毎
年
大
凡
百
万
両

の
欠
乏
あ
り
、
其
欠
乏
は
則

ち
金
貨
を
以
て
、
之
を
償
却

す
る
も
の
と
す
―
益
々
輸
出

入
の
比
例
に
於
て
大
差
を
生

じ
、
大
に
内
国
の
疲
弊
を
起

さ
ん
は
必
な
り
―

　

と
い
う
よ
う
な
論
で
あ
っ

て
、
国
家
政
府
の
経
済
財
政

の
基
礎
が
弱
く
、
し
か
も
そ

の
た
め
に
新
政
府
の
政
治
実

力
も
全
く
安
定
し
て
い
な

い
。
こ
の
よ
う
な
政
治
経
済

の
現
実
を
無
視
し
て
、
大
き

な
軍
事
行
動
に
発
展
す
る
危

険
の
あ
る
政
策
は
、
断
じ
て

行
う
べ
き
で
な
い
と
す
る
。

七
条
の
中
で
四
条
は
、
経
済

論
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
ゝ
が

他
と
全
く
ち
が
う
。
五
条
以

下
が
国
際
情
勢
の
分
析
。

　

五
で
は
、
北
方
の
ロ
シ
ヤ

が
樺
太
を
據
点
と
し
て
南
進

の
勢
い
を
し
め
し
て
い
る
。

征
韓
の
役
が
重
大
化
す
る
時

に
は
、
干
渉
し
来
た
る
危
険

が
あ
る
と
す
る
。

　

六
で
は
、
英
国
。
大
久
保

の
特
に
重
視
す
る
点
。
英
国

は
今
や
殊
に
強
盛
を
張
っ

て
、
虎
視
眈
々
（
こ
し
た
ん

た
ん
）
と
し
て
い
る
。
し
か

も
日
本
の
外
債
の
多
く
は
英

国
に
依
っ
て
い
る
。
日
本
が

征
韓
な
ど
で
経
済
困
難
と
な

れ
ば
、
英
国
へ
の
経
済
依
存

度
が
加
わ
り
、
そ
れ
は
必
ず

や
英
国
の
対
日
干
渉
を
ま
ね

い
て
、
そ
の
禍
い
は
云
う
べ

か
ら
ざ
る
も
の
と
な
る（
註
、

当
時
の
英
帝
国
主
義
は
、
後

進
国
へ
の
債
権
国
と
な
り
、

そ
の
債
権
を
根
據
と
し
て
強

盛
な
海
軍
力
を
行
使
し
て
植

民
地
政
策
を
進
め
て
い
た
）。

�

　
（
次
号
に
続
く
）

（
昭
和
六
十
一
年
四
月
発
行
「
玄
洋
」
特
別
号
外
版
よ
り
再
録
）

誤
認
の
歴
史
を
改
め
さ
す
為
に

葦 

津 

珍 

彦
⑥〈５〉
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玄　　　　　　　　　洋　　　令和２年１月１日 第 135号（5）
　

皇
居
で
天
皇
陛
下
の
「
即

位
礼
正
殿
の
儀
」
が
行
わ
れ

た
昨
年
十
月
二
十
二
日
、
福

岡
県
太
宰
府
市
通
古
賀
の
西

鉄
天
神
大
牟
田
線
「
都
府
楼

前
駅
」
で
は
副
駅
名
「
令
和

の
里
」
の
命
名
と
、「
令
和

の
里
・
都
府
楼
前
駅
」
と
記

し
た
新
し
い
駅
名
看
板
の
除

幕
式
が
行
わ
れ
た
。

　

同
駅
は
、新
元
号
「
令
和
」

の
典
拠
と
な
っ
た「
万
葉
集
」

の
「
梅
花
の
歌
」
序
文
の
ゆ

か
り
の
地
、「
坂
本
八
幡
宮
」

の
最
寄
り
駅（
徒
歩
約
八
分
）

な
の
だ
。

　

新
元
号
が
同
年
四
月
一
日

光
客
が
押
し
寄
せ
た
。
同
駅

も
乗
降
客
が
増
え
、
副
駅
名

の
命
名
と
な
っ
た
。
副
駅
名

が
付
い
て
か
ら
、
さ
ら
に
乗

降
客
は
増
え
「
坂
本
八
幡
宮

へ
行
く
道
順
を
尋
ね
ら
れ
る

こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
」

と
駅
員
は
う
れ
し
そ
う
だ
。

　

太
宰
府
市
は
、
天
神
様
、

菅
原
道
真
公
を
祭
る
太
宰
府

天
満
宮
の
門
前
町
で
、年
中
、

観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

る
。
中
で
も
正
月
三
が
日
の

初
詣
客
は
二
百
万
人
と
い
わ

れ
福
岡
県
一
を
誇
る
。
同
天

満
宮
も
「
令
和
」
発
表
を
機

に
観
光
客
、
参
拝
客
が
一
段

と
増
え
た
。

　

東
京
の
民
間
シ
ン
ク
タ
ン

ク
が
同
年
十
月
に
発
表
し
た

令
和
元
年
の
市
区
町
村
別
魅

力
度
調
査
で
、
同
市
は
前
年

の
七
十
七
位
か
ら
一
挙
に
四

十
一
位
に
駆
け
上
っ
た
。
今

や
同
市
全
体
が
令
和
の
里
。

同
市
は
、
舞
い
降
り
た
好
機

を
逃
す
ま
い
と
、
観
光
施
設

の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　
「
令
和
」
効
果
は
衰
え
な

い
。令
和
二
年
の
お
正
月
は
、

「
令
和
」
に
な
っ
て
最
初
の

お
正
月
。
同
市
に
は
例
年
を

超
え
る
初
詣
客
が
押
し
寄
せ

る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

に
発
表
さ
れ
る
や
同
八
幡
宮

は
一
躍
、
脚
光
を
浴
び
、
観

賛
助
会
員
芳
名
録

　
（
令
和
元
年
10
月
23
日
受

け
付
け
分
ま
で
・
敬
称
略
）

　
　
　

▼
法
人
・
団
体
の
部

　
【
三
万
円
】

玄
南
荘�

（
福
岡
市
）

博
多
港
管
理
㈱�

（　

同　

）

　
　
　

▼
個
人
の
部

　
【
一
万
円
】

塚
田　

征
二

�

（
福
岡
県
大
野
城
市
）

土
肥　

國
夫�

（
福
岡
市
）

小
柳　

政
則�

（　

同　

）

山
座　

和
基�

（　

同　

）

末
永　

正
彦�

（
東
京
都
）

川
㟢　

賢
冶�

（
福
岡
市
）

頭
山　

尚
子�

（
立
川
市
）

小
野
里
耕
作�

（
東
京
都
）

進
藤　
　

学�

（
厚
木
市
）

進
藤　
　

宏�

（
府
中
市
）

花

　田

　
　
　
　勲

児

　玉

　
　和

　久

会

　長

代
表
取
締
役
社
長

㈲
日
産
企
画

　薬

　剤

　師

大 

江 

田

　
　

 

信

大 

江 

田

　美 

子

太
宰
府
市
宰
府
三
丁
目
四
│
二
十
一

☎
〇
九
二
│
九
二
四
│
六
二
九
六

〒
818-
0117

損
害
保
険
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

太
宰
府
天
満
宮
前
駐
車
場

漢
方
薬
相
談
　
と
お
り
ゃ
ん
せ

初
詣
客
押
し
寄
せ
そ
う

「
令
和
」の
里
太
宰
府
市

新
元
号
発
表
以
来
「
坂
本
八
幡

宮
」
は
訪
れ
る
人
が
絶
え
な
い

謹んで
新年のご祝詞を
申し上げます

令和二年元旦
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玄　　　　　　　　　洋令和２年１月１日 第 135号　　　（6）

ー
書
と
人
物
ー

　

山
浦
貫
一
著
『
政
局
を
繞め

ぐ

る
人
々
』（
大
正
十
五
年
、

四
海
書
房
。
社
名
は
社
長
の

名
・
四
海
民
蔵
に
由
来
す

る
）
に
「
浪
人
の
巨
頭
・
頭

山
満
」
と
い
う
一
節
が
あ

る
。
山
浦
は
当
時
、
東
京
日

日
新
聞
（
現
・
毎
日
新
聞
）

記
者
。

　

だ
ん
ま
り
屋
で
押
し
通
す

頭
山
満
の
談
話
を
と
る
の
は

む
ず
か
し
い
。
山
浦
記
者
は

ま
ず
か
た
わ
ら
の
Ｙ
氏
に
話

し
か
け
、
頭
山
が
乗
っ
て
く

る
の
を
待
つ
が
、
こ
れ
は
見

事
失
敗
と
認
め
て
い
る
。「
先

生
の
門
人
」
Ｙ
氏
は
お
そ
ら

く
頭
山
満
秘
書
・
山
本
倬
也

（
玄
洋
社
員
）
で
あ
ろ
う
。

（
以
下
、
引
用
）

　
　
　

◆

　

霊
南
坂
の
小
邸
を
焼
け
出

さ
れ
た
翁
は
、
赤
坂
黒
田
侯

の
そ
ば
の
小
さ
い
し
も
た
屋

の
二
階
に
鎮
座
し
て
い
た
。

例
の
白
く
て
長
い
白
髯
を
し

ご
い
て
泰
山
の
如
し
。
と
な

り
の
六
畳
に
は
碁
盤
が
二
面

重
ね
て
あ
る
。
ま
た
、
そ
の

次
ぎ
の
三
畳
に
は
豪
傑
連
が

他
の
盤
で
二
組
程
黒
白
を
あ

ら
そ
っ
て
い
る
。
碁
盤
の
前

に
は
誰
の
や
ら
、
セ
ル
の
袴

が
放
り
出
し
て
あ
る
。
袴
の

向
こ
う
に
は
、
白
木
作
り
の

神
棚
が
あ
る
。「
あ
れ
は
大

神
宮
様
で
す
か
」
と
あ
て
推

量
を
い
っ
た
ら
「
そ
う
で

す
」
と
答
え
、「
毎
朝
お
ま

い
り
を
な
さ
る
ん
で
す
か
」

と
二
度
目
の
予
測
を
発
す
る

と「
そ
う
で
す
」と
答
え
る
。

誠
に
簡
単
。

　
（
略
）
床
の
間
に
は
揮
毫

依
頼
の
紙
が
山
の
様
に
雑
然

と
暑
さ
を
か
こ
っ
て
い
る
。

包
紙
の
表
に
野
田
卯
太
郎
と

書
い
た
の
が
、
身
体
な
み
に

大
き
く
出
し
ゃ
ば
っ
て
い

る
。「
毎
日
筆
を
お
取
り
に

な
り
ま
す
か
」「
い
や
な
か

な
か
」「
書
は
余
程
お
習
い

に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
」

と
Ｙ
氏
に
問
う
が
如
く
し
て

先
生
に
質
問
す
る
。

　
「
習
や
せ
ん
。
言
語
道
断

の
字
じ
ゃ
が
、
書
け
と
い
う

か
ら
書
く
ま
で
じ
ゃ
、
根
が

無
精
者
じ
ゃ
か
ら
ね
」

　

Ｙ
氏
の
註
に
曰
く
。
先
生

は
全
く
生
れ
つ
き
の
無
精
者

だ
が
気
が
強
い
。
誰
か
の
様

に
禅
も
や
ら
な
け
れ
ば
、
健

康
術
を
や
る
訳
で
も
な
い
。

生
れ
た
時
か
ら
今
日
ま
で
、

気
で
も
っ
て
来
た
ん
だ
と
い

う
。
そ
れ
で
、
演
説
と
い
う

も
の
は
一
度
も
し
た
こ
と
が

な
い
。（
そ
こ
で
翁
は
口
を

は
さ
ん
で
「
や
ら
ん
の
じ
ゃ

な
い
、
出
来
ん
の
じ
ゃ
」
と

説
明
し
た
）
口
を
き
く
こ
と

も
無
精
で
あ
る
。
フ
ン
フ
ン

と
聞
い
て
い
る
だ
け
で
あ

る
。
無
精
も
こ
の
位
徹
底
す

れ
ば
大
し
た
も
の
で
あ
る

―
。（
略
）

「
先
生
、
碁
は
ど
れ
程
？　

犬
養
さ
ん
と
ど
う
で
す
か
」

「
ウ
ム
、
犬
養
に
先
二
ツ
じ

ゃ
、
我
流
で
習
っ
た
こ
と
の

な
い
碁
じ
ゃ
…
」

　
（
略
）
辞
す
る
時
、
無
精

な
翁
が
わ
ざ
わ
ざ
二
階
か
ら

玄
関
ま
で
送
っ
て
く
れ
た
。

恐
縮
の
至
り
で
あ
る
。
入
る

と
き
に
ま
ご
つ
い
た
の
で
、

ま
た
見
な
お
し
た
が
、
丸
木

の
門
に
は
頭
山
と
も
玄
洋
社

と
も
標
札
が
な
い
。
軒
頭
に

も
何
も
書
い
て
な
か
っ
た
。

　
　
　

◆

　

霊
南
坂
の
頭
山
家
は
関
東

大
震
災
に
全
焼
し
た
。
そ
れ

で
旧
藩
主
黒
田
家
の
縁
を
頼

っ
て
仮
住
ま
い
を
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
そ
こ
に
山
浦
記

者
が
取
材
に
訪
れ
た
。

　

揮
毫
依
頼
の
紙
が
山
積
み

に
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
依
頼

す
る
側
が
紙
を
持
ち
込
む
の

だ
）、
そ
の
中
に
筑
後
出
身

の
政
治
家
・
野
田
卯
太
郎
の

依
頼
も
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
、
碁
に
趣
味
が
あ
る
こ

と
、
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い

る
。
門
に
も
玄
関
に
も
表
札

が
な
か
っ
た
の
は
仮
住
ま
い

だ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
と
こ

ろ
で
、『
日
本
及
日
本
人
』

一
五
三
号（
昭
和
三
年
）に
、

　
「
翁
、
客
の
辞
去
す
る
あ

れ
ば
必
ず
起
っ
て
之
を
送

る
。
屡
々
す
れ
ど
も
決
し
て

労
を
厭
わ
ず
。」

と
あ
る
。
客
が
去
る
た
び
に

何
度
で
も
玄
関
先
ま
で
見
送

り
に
行
く
、
と
い
う
の
だ
。

　

頭
山
満
は
無
口
で
知
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
点
で
は
記
者

泣
か
せ
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
右
の
雑
誌
に
、

　
「
翁
、
婦
人
の
訪
問
客
に
対

す
れ
ば
進
ん
で
も
の
言
う
。

蓋
し
婦
人
の
逡
巡
し
て
所
用

を
果
さ
ざ
ら
ん
こ
と
を
慮
る

な
り
。」

と
あ
っ
た
。
相
手
が
女
性
な

ら
困
ら
せ
な
い
よ
う
に
進
ん

で
も
の
を
言
っ
た
。

　

頭
山
満
が
東
京
で
初
め
て

書
い
た
字
に
つ
い
て
は
次
の

証
言
が
あ
る
。

　
「
俺
が
東
京
で
字
を
書
い

た
の
は
、
杉
浦
（
重
剛
）
に

頼
ま
れ
た
時
が
最
初
じ
ゃ
。

杉
浦
が
不
言
帖
と
か
い
う
も

の
を
持
っ
て
来
て
、
俺
に
字

を
書
け
と
言
う
か
ら
、
字
を

書
く
の
は
貴
方
な
ど
の
す
る

事
で
、
俺
は
字
な
ん
ど
書
け

な
い
と
言
う
と
、
イ
ヤ
是
れ

に
書
い
て
貰
う
人
は
決
め
て

あ
っ
て
、
勝
海
舟
と
其
外
四

五
人
し
か
な
い
の
じ
ゃ
か
ら
、

貴
方
が
今
日
書
い
て
呉
れ
な

け
れ
ば
何
遍
で
も
頼
み
に
来

る
つ
も
り
じ
ゃ
、
ど
う
せ
書

く
な
ら
今
日
書
い
て
呉
れ
と

い
う
の
で
、
俺
が
蚯ミ

ミ
ズ蚓
の
の

た
く
っ
た
よ
う
な
字
で
、
不

言
心
通
不
言
天
と
か
何
と
か

書
い
た
。
あ
れ
が
俺
の
字
を

書
い
た
最
初
じ
ゃ
。」（『
大

日
』
二
三
二
号
、
昭
和
十
五

年
）。「
心
を
言
わ
ざ
る
は
天

を
言
わ
ざ
る
に
通
ず
」
だ
ろ

う
か
。
杉
浦
の
「
不
言
帖
」

に
掛
け
た
も
の
。

　
『
大
日
』
二
九
八
号
（
昭

和
十
八
年
）「
頭
山
満
翁
の

言
葉
」
に
、「
瀧
田
塾
に
か

よ
っ
と
っ
た
こ
ろ
、
大
変
字

の
上
手
な
塾
生
が
お
っ
て
、

そ
れ
に
負
け
ま
い
と
稽
古
し

た
が
、
一
向
も
の
に
な
ら

ぬ
。
字
は
俺
が
一
番
下
手
じ

ゃ
っ
た
。」
と
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
瀧
田
先
生
が
お

前
の
は
荻
生
徂
徠
の
書
風
が

あ
る
、
と
励
ま
し
て
く
れ

た
。
そ
れ
で
思
い
つ
い
て
同

じ
字
を
何
百
ぺ
ん
も
稽
古
し

た
。

　
「
暁
と
い
う
字
じ
ゃ
。
そ

こ
で
こ
の
暁
と
い
う
一
字
は

わ
し
が
一
番
の
書
き
手
に
な

っ
た
。」

　

ま
た
、
同
二
九
三
号
に
、

出
征
の
際
「
世
間
往
々
日
の

丸
に
題
字
を
乞
う
者
が
あ
る

が
、
こ
れ
は
白
地
に
一
尊
を

表
し
て
い
る
所
に
意
味
が
あ

る
の
で
、
俺
は
こ
れ
に
は
書

か
ぬ
こ
と
に
し
て
い
る
。」

と
あ
る
。白
襷た

す
き

に
は
書
い
た
。

玄
洋
社
関
係
史
料
の
紹
介

石
瀧

　豊
美
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同
時
代
か
ら
見
た
頭
山
満
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